
 

 

 

 

  

   

   
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東日本大震災の

被災地で地元の歯

科医師らが避難場

所を回り､『お口の

ケア』の大切さを

訴えている｡虫歯･

歯周病･対策に加

え､胃腸炎インフル

エンザなど感染症

の予防にも歯みが

きが役立つという｡  

東北大歯学部も歯

ブラシ持参で本格

的に避難所の巡回

を始めた。自由に

水が飲めず、歯み

がきもままならな

い環境では細菌が

繁殖しやすく、唾

液の出が悪くな

り、自浄作用も効

きにくく感染症を

起こしやすくな

る。『毎食後が難

しければ１日１回

でもいい。朝食前

に磨くのが効果

的』と坪井明人准

教授(加齢歯学)は話

す。 

避避

難難

場場

所所

でで

のの

『『

おお

口口

のの

ケケ

アア

』』  

 『お母さんのお口のケアは、お子さんの虫歯予防に大

切なんですよ』と、日本歯科大学付属病院マタニティ歯

科外来では、妊婦らに虫歯の治療や予防を呼びかけてい

ます。 

 虫歯菌は、歯の表面にすみつきやすい菌で、生まれた

ばかりで歯が生える前の子供には、いないと考えられて

います。子供の家族、特に母親が虫歯菌を持っている

と、自分が使ったスプーンやお箸で食事を与える際など

に、唾液を介して虫歯菌が感染するとみられます。 

 また、岡山大学大学院医歯薬学総合研究科の仲井雪絵

助教の研究を紹介しましょう。妊娠中から子供が生後９

ヶげ月になるまで、母親がキシリトール入りのガムを噛

んでいたグループと、かんでいなかったグループを比較

すると、ガムを噛んでいた母親のグループの子供は、２

歳になるまで虫歯菌が見つかった割合がハッキリと低か

ったのです。仲井助教は、「子供が胎内にいる『マイナ

ス１歳』から、虫歯予防の為に出来る事があります』と

話しています。 

 また歯の健康を保つ為に、日本歯科医師会は、①歯を

磨く②フッ素配合歯磨きを使う③頻繁な間食など口の中

に常時食べ物があるような生活を改める④定期的に歯科

検診を受ける事が重要としています。 

 

 

母
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学
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健
診
で
最
も
多
い
疾
病

が
む
し
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で
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。
生
え
て
か

ら
間
も
な
い
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は
弱
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た
甘
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こ
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、
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ッ

化
物
の
利
用
が
有
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で
す
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こ
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《牛久市歯科医師会よりお知
らせ！》 
牛久市およびその周辺地域
の歯科衛生士の皆さん､牛久
市歯科衛生士ﾊﾞﾝｸをご存知で
すか?            
詳しくは牛久市歯科医師会ﾎｰ
ﾑｰｼﾞで http://www.ushiku-
dental.com/ 

歯の健康新聞 
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